
 第３節 重点プロジェクトと分野別施策 

１ 重点プロジェクトの推進 

重点プロジェクトとは、基本構想で定める「まちづくりの基本理念」
を踏まえ、１０年後のあるべき姿として設定する「都市像」の実現に向
けて取り組むべき各種施策を網羅した基本計画を、有機的に連携さ
せながら、重点的かつ優先的に推進するための取り組みを位置付け
たものです。 
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【市民力】 

【施策の方向性】 
人口減少を悲観せず、規模が縮小していくなかでも、本市における市民の暮らしや営みが、
いきいきと誇らしいものであるためには、市民の工夫に満ちた向上心あふれる営みが重要に
なります。市民がもつ潜在能力を最大限に活かし、その市民力を発揮できる場が数多く存在
することで、まちが活力にあふれ、市民はもちろん、本市を訪れる人々にとっても、角田市が魅
力的なまちになるよう、人材育成や活躍できる環境の整備を重視し、取り組んでいきます。 
 
【具体的な施策】 
1.主体的活動市民の育成・支援       2.地域の担い手不足対策・地域の担い手の多様化 
3.女性の活躍推進                  4.将来を担う若い世代の育成 

【施策の方向性】 
これからのまちづくりにおいては、人口が減少していくなかで、老年人口が増加し、2040年
には生産年齢人口を上回ることが予想されており、高齢者だけでなく、若年層や働く世代など
全ての世代において、人口減少による影響が懸念されるため、広い意味での共生や共助の精
神がより重要になります。多様な日常生活上の支援体制の連携・充実を図り、地域の支え合
いを公的に支え、共助を公助することを通して、市民の生活と地域参加を支援していきます。 
 
【具体的な施策】 
1.地域共生社会・地域包括ケアシステムの確立     2.地域活動の活性化・つながりの強化 
3.子育て支援の充実                           4.持続可能な医療体制の推進 

【施策の方向性】 
本市には、魅力的な地域資源がたくさんあり、それらの魅力を引き出し、連携・協力すること
で、さらなる賑わいの創出が図れるとともに、地域経済の好循環を生み出します。本市の産業
を守り育てるとともに、既存施設の計画的な利活用を図り、さらに、人、企業、施設の連携を推
進することで、本市の新たな魅力を引き出していきます。 
 
【具体的な施策】 

1.農業の振興と担い手の確保    2.地域資源を活用した創業支援と企業誘致 

3.公共交通システムの存続と多様な輸送資源の活用    4.道の駅を拠点とした地域経済の活性化 

5.既存施設の有効活用    6.スポーツによるまちづくり    7.災害に備えた安全・安心なまちづくり 
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【地域資源フル活用】 

市民憲章 

【資料 2－2】基本構想における重点プロジェクト 
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〔基本構想〕重点プロジェクトの各施策の関連分野 
 
 

重点プロジェクト①【市民力】 

具体的な施策 関連する分野別施策 

1.主体的活動市民の育成・支援 ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

2.地域の担い手不足対策・地域の担い手の

多様化 

●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

3.女性の活躍推進 ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

4.将来を担う若い世代の育成 ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 
 
 

重点プロジェクト②【地域共生】 

具体的な施策 関連分野 

1.地域共生社会・地域包括ケアシステムの確

立 

●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

2.地域活動の活性化・つながりの強化 ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

3.子育て支援の充実 ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

4.持続可能な医療体制の推進 ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 
 
 

重点プロジェクト③【地域資源フル活用】 

具体的な施策 関連分野 

1.農業の振興と担い手の確保 ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

2.地域資源を活用した創業支援と企業誘

致 

●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

3.公共交通システムの存続と多様な輸送資

源の活用 

●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

4.道の駅を拠点とした地域経済の活性化 ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

5.既存施設の有効活用 ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

6.スポーツによるまちづくり ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

7.災害に備えた安全・安心なまちづくり ●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 

●章-●節-●項 

【分野別施策「項」のタイトル】→P.● 



【資料 2-2】 都市像の補足資料 

◆  第４回審議会における都市像に係るコメント  ◆ 

人、市民（広義）、当事者意識、市民力、若い世代の活躍の場、人づくり 

若い世代の女性の活躍、男女共同参画、 

地元への愛着、郷土愛、誇り、魅力 

地域、自治センターの活性化 

自然の恵み、梅の花・木、花（華）、田園都市 

共助、つながり、連携、調和、角田高校との関わり 

企業誘致、企業内保育園 

昼間人口を活かす 

地域資源、道の駅、河川敷・土手の活用、高蔵寺阿弥陀堂、５つのめ・畜産アピール 

子どもの遊び場整備、子育て支援 

災害、水害に強いまち、安全・安心なまちづくり、治安 

人口が減るなかでも住みよいまち、狭いながらも楽しい我が家 

公共交通の不便さ 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

◆  これまでの経過を踏まえた都市像のイメージ  ◆ 
 

「呼吸する未来都市 かくだ」 
「あなたがつくる あなたとつくる 田園共生都市 かくだ」 

「人がつながり、未来につなぐ田園共生都市 かくだ」 

「あなたにスポットライトが当たるまち 角田市」 

「人にやさしい、人がやさしい、ただそれだけのまち 角田市」 

「市民がつくる 暮らしが主役の物語 角田市」 

「暮らしが誇らしい 市民が主役のまち 角田市」 

「市民が主役のまち 暮らしが誇らしい 角田市」 

●今後、人口減少が加速し、2065年には約 15,000人まで人口が半減していきます。 

●角田市が、時間の経過とともに縮小していくなかで、これからの１０年間で何をすべ

きでしょうか。たとえ縮小しても、市民が安心して、いきいきと、誇らしく暮らせるまちを

目指すことが重要です。 

●そのような将来を迎えるために、これからの１０年間で重要になるのは、市民の力・民

間の活力・地域資源を生かしたまちづくりを行うことです。 

●「角田をよりよい場所にするために自分自身がかかわっているという、当事者意識に

基づく自負心」を持つ市民が増えることで、行政だけでは困難な課題の解決も可能

になり、市民と行政が角田市を高め合える環境を整えることが、人口減少という隘路

を切り開く試金石となります。 

【第６回審議会時点の案】 

「市民力咲き誇る。角田市✿」 

～安心して、いきいきと、誇らしく暮らせるまち～ 
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